
池田 思朗
履歴書

個人情報
性別 男

生年月日 1968年 12月 21日
出生地 東京都
言語 日本語，英語
国籍 日本

所属
2016.04 – 教授, 統計数理研究所, 東京都立川市.
2016.04 – 教授, 総合研究大学院大学 統計科学コース, 東京都立川市.
2017.04 – 連携教授, 国立天文台, 東京都三鷹市.
2016.05 – 連携研究員, 東京大学 カブリ数物連携宇宙研究機構, 千葉県柏市.

職歴
2003.02 – 2016.03 准教授, 統計数理研究所, 東京都立川市.
2001.04 – 2003.02 助教授,九州工業大学大学院生命体工学研究科脳情報専攻,福岡県北九州市.
1998.10 – 2001.03 専任研究員, 科技団さきがけ研究 21「情報と知」領域, 埼玉県和光市.
1996.04 – 1998.09 基礎科学特別研究員, 理化学研究所, 埼玉県和光市.
1996.01 – 1996.03 特別研究員 PD, 日本学術振興会, 東京都文京区.

長期滞在 & 客員
2024.06 Visiting Academic, GIPSA-Lab, Grenoble, France.

2022.05 – 2022.07 Theoretical Science Visiting Program, 沖縄科学技術大学院大学, 沖縄県恩
納村.

2010.04 – 2016.03 連携教授, 東京工業大学, 神奈川県横浜市.
2008.04 – 2008.10 Visiting Academic, The University of Melbourne, Melbourne, Victoria, Aus-

tralia.
2007.10 – 2008.04 Visiting Academic, Australian National University, Camberra, ACT, Australia.
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2004.04 – 2006.03 客員研究員, 理化学研究所, 埼玉県和光市.
2003.04 – 2004.03 Visiting Academic, Gatsby Computational Neuroscience Unit, UCL, London,

UK, under the fellowship between JSPS and Royal Society.

Education
1993.04 – 1996.03 博士 (工学), 東京大学 大学院工学系研究科 計数工学専攻, 東京都文京区.

博士論文 情報源の構造推定
指導教員 中野 馨 教授

1991.04 – 1993.03 修士 (工学), 東京大学 大学院工学系研究科 計数工学専攻, 東京都文京区.
修士論文 隠れマルコフモデルの生成に関する研究
指導教員 中野 馨 助教授

1987.04 – 1991.03 学士 (工学), 東京大学 工学部 計数工学科, 東京都文京区.

賞罰
2021.01 Royal Astronomical Society 2021 Group Achievement Award,

Recipients: The Event Horizon Telescope (EHT) Collaboration.
2020.05 2020 Einstein Medal,

Recipients: The EHT Collaboration.
2019.09 2020 Breakthrough Prize in Fundamental Physics,

Recipients: The EHT Collaboration.
2019.05 National Science Foundation Diamond Achievement Award,

Recipients: The EHT Collaboration.
2001.09 日本神経回路学会論文賞,

S. Ikeda and K. Toyama “Independent component analysis for noisy data–MEG
data analysis,” Neural Networks, 13(10), 2000.

招待講演
2025.06.06 The imaging of the supermassive black hole shadows with EHT, Interna-

tional Symposium on Computational Sensing 2025, Hotel Koener, Clervaux,
Luxembourg, 基調講演, 英語.

2024.06.13 The imaging process of the blackhole shadow with EHT, Ricochet days
in Lille, Lille University, France, 招待講演, 英語.

2024.03.05 Astronomy and data science, International Workshop KEK-Cosmo 2024, 茨
城県つくば市 高エネルギー加速器研究機構, 招待講演, 英語.

2024.02.21 データ科学と天文学, 2023 年度太陽研連シンポジウム, 東京都三鷹市 国立天
文台, 招待講演, 日本語.

2024.01.09 Data science for astronomy, Machine Learning at High Energy Physics
workshop, 茨城県つくば市 高エネルギー加速器研究機構, 招待講演, 英語.

2023.12.08 データサイエンスが切り拓く天文学の未, 仁科記念講演会, 東京都文京区 東
京大学, 特別講演, 日本語.
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2023.07.14 Imaging of ALMA telescope with self-calibration, EAS 2034, Kraków,
Poland, 招待講演, 英語.

2023.06.21 Data science and imaging the black hole shadows, RIKEN AIP seminar,
東京都中央区 理研 AIP, 招待講演, 英語.

2023.03.08 イメージングのこれから, SKA Japan ワークショップ 2022, 東京都三鷹市
国立天文台, 基調講演, 日本語.

2023.03.03 Astronomy and data science: Building astronomical claims with modern
data science, Interdisciplinary Science Conference in Okinawa (ISCO 2023) —
Physics and Mathematics meet Medical Science —, 沖縄県恩納村 沖縄科学技
術研究大学院大学, 招待講演, 英語.

2023.01.06 ブラックホールの姿をとらえる, 千葉大学先進科学センター オムニバスセミ
ナー, 千葉県千葉市 千葉大学, 招待講演, 日本語.

2022.10.16 天文学とデータ科学, 大学共同利用機関シンポジウム 2022, 愛知県名古屋市
名古屋市科学館, 招待講演, 日本語.

2022.09.13 Data science and imaging the black hole shadow, International online
IAU-IAA Astrostats and Astroinfo seminar, オンライン, 招待講演, 英語.

2022.09.06 Data science for future astronomy, 東北大学天文学専攻談話会, 宮城県仙
台市 東北大, 招待講演, 日本語.

2022.02.08 Toward astro data science, Galaxy Evolution Workshop 2021, 東京都三鷹市
国立天文台, 招待講演, 英語.

2021.12.14 Basic modern signal processing techniques and astronomy, 東京大学天文
学教室談話会, オンライン, 招待講演, 日本語.

2021.12.08 Event Horizon Telescope Collaboration によるブラックホールシャドウ撮
像とデータ科学, 第 44回情報理論とその応用シンポジウム SITA2021, 兵庫
県西宮市 関西学院会館, 基調講演, 日本語.

2021.07.15 Challenges in imaging of ngVLA, ngVLA-J Development Days 2021, オンラ
イン, 招待講演, 日本語.

2021.06.14 天文学・物理計測におけるデータ科学, 新学術領域研究「宇宙観測検出器と量
子ビームの出会い。新たな応用への架け橋」, オンライン, 招待講演, 日本語.

2021.03.14 EHT によるブラックホールシャドウの撮像とデータ科学, 日本物理学会 第
76回年次大会, オンライン, 総合講演, 日本語.

2021.01.23 スパースモデリングと画像処理、天文観測を題材として,顕微鏡計測インフォ
マティックス研究部会　第 2回研究会, オンライン, 招待講演, 日本語.

2021.01.08 データ科学と天文学,「自然科学における階層と全体」シンポジウム, オンラ
イン, 招待講演, 日本語.

2020.12.18 データ科学と Event Horizon Telescope によるM87ブラックホールシャド
ウの撮像, スマートサンプリング講演会, オンライン, 招待講演, 日本語.

2020.07.13 イベントホライゾンテレスコープによるM87ブラックホールシャドウの撮
像, JpGU-AGU Joint Meeting 2020, オンライン, 招待講演, 日本語.

2020.02.20 Imaging supermassive blackhole with the Event Horizon Telescope, 第
21回 異分野交流の夕べ, 埼玉県和光市 理研, 招待講演, 英語.
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2019.12.10 超長基線電波干渉計 EHTによるブラックホールシャドウの撮影, 理研シン
ポジウム：第 7回「光量子工学研究」, 埼玉県和光市 理研, 招待講演, 日本語.

2019.11.27 EHT によるM87ブラックホールシャドウの撮影, 光産業技術振興協会 第
28回フォトニックデバイス・応用技術研究会ワークショップ, 東京都港区 ベ
ルサール田町, 招待講演, 日本語.

2019.10.16 Data science and astronomy: how it worked for blackhole shadow
imaging, The cosmos at high energies: exploring extreme physics through
novel instrumentation, 千葉県柏市 東大 Kavli IPMU, 招待講演, 英語.

2019.09.07 ブラックホールシャドウの撮影とイメージング, 日本オペレーションズ・リ
サーチ学会「最適化とその応用」第 8回研究会, 東京都文京区 中央大, 招待
講演, 日本語.

2019.09.06 ブラックホールシャドウの撮影とスパースモデリング, 第 29回 日本神経回
路学会 全国大会, 東京都目黒区 東工大 蔵前会館, 招待講演, 日本語.

2019.04.24 スパースモデリングと Event Horizon Telescope によるブラックホール撮
像, 東大物理学教室・ビックバン宇宙国際研究センター 知の物理学研究セン
ター 合同談話会, 東京都文京区 東大, 招待講演, 日本語.

2018.12.21 次世代の干渉計イメージングへ向けて, 宇宙電波懇談会シンポジウム 2018
「電波天文学の将来サイエンス」, 東京都三鷹市 国立天文台, 招待講演, 日
本語.

2018.09.28 Optimization theory and astronomy, 3rd IMI-ISM-ZIB MODAL Workshop on
Challenges in Real World Data Analytics and High-Performance Optimization,
東京都港区 政策研究大学院大学, 招待講演, 英語.

2018.02.16 天文学におけるデータ科学的方法, 平成 29年度 宇宙科学情報解析シンポジ
ウム, 神奈川県相模原市 JAXA, 招待講演, 日本語.

2018.01.11 Statistical signal processing for astronomy, Kavli IPMU-Berkeley Sympo-
sium Statistics, Physics and Astronomy, 千葉県柏市 東大 Kavli IPMU, 招待講
演, 英語.

2017.12.22 スパース性を用いたX線回折画像からの位相復元法について, 情報理論を用
いた原子・電子構造のインタースケールイメージング～位相回復を中心とし
て～, 千葉県柏市 東大フューチャーセンター, 招待講演, 日本語.

2017.11.17 スパースモデリングのイメージング技術への応用, 第 7回 可視赤外線観測装
置技術ワークショップ, 京都府京都市 京大 益川ホール, 招待講演, 日本語.

2017.09.22 L1正則化について, 画像計測研究会 2017, 岐阜県土岐市 核融合研, 招待講演,
日本語.

2017.07.22 ブラックホールを見る, 数学月間懇話会, 東京都目黒区 東大, 招待講演, 日
本語.

2017.06.16 天文学とデータ科学：スパースモデリングを中心として,統計数理研究所オー
プンハウス, 東京都立川市 統数研, 特別講演, 日本語.

2017.06.05 Data scientific approach for astronomy, 第 3 回 Osaka CTSR, RIKEN
iTHES/iTHEMS, Kavli IPMU合同シンポジウム “Deep Learning and Physics”,
大阪府豊中市 大阪大, 招待講演, 英語.

〒 190-8562 東京都立川市緑町 10-3
T 050 5533 8426 • B ikeda46@gmail.com • Í ikeda46.github.io 4/26

mailto:ikeda46@gmail.com
http://ikeda46.github.io


2017.05.24 スパース性を用いた情報処理, 自動車技術会 2017年春季大会, 神奈川県横浜
市 パシフィコ横浜, 招待講演, 日本語.

2016.09.29 スパース性に基づく天文学データの解析, JAXA情報・計算工学研究交流会,
茨城県つくば市 JAXA, 招待講演, 日本語.

2016.07.25 スパース性を用いた情報処理とその方法－ LASSOを中心として－, 第 2回
MI2Iチュートリアルセミナー, 東京都千代田区 JST東京本部別館, 招待講演,
日本語.

2016.07.19 天文データと統計的手法, ISM-IMI 協定記念合同シンポジウム, 福岡県福岡
市 九大, 基調講演, 日本語.

2016.06.17 Cosmological parameter estimation and Fisher information matrix, IGAIA
IV (Information Geometry and its Applications), Liblice, Czech Republic.
招待講演, 英語

2016.05.31 Event classification, PhyStat-ν Workshop on Statistical Issues in Experimental
Neutrino Physics, 千葉県柏市 東大 Kavli IPMU, 招待講演, 英語.

2016.02.17 スパースモデリングを用いたイメージング法, 第 10回NIBBバイオイメージ
ングフォーラム「新時代のバイオイメージングの開拓」, 愛知県岡崎市 生理
学研, 招待講演, 日本語.

2015.12.15 Sparse modeling for astronomical data analysis, International Meeting on
“High-Dimensional Data Driven Science” (HD3-2015), 京都府京都市 メルパ
ルク京都, 招待講演, 英語.

2015.09.25 Sparsity and information processing, MEIS2015 : Mathematical Progress in
Expressive Image Synthesis, 福岡県福岡市 九大 西新プラザ, 招待講演, 英語.

2015.09.08 天文観測と統計的手法, 応用統計学会シンポジウム 企画セッション, 岡山県
岡山市 岡山大, 招待講演, 日本語.

2015.08.07 天文学における統計的手法, 統計サマースクール, 山口県下関市 海峡ビュー
しものせき, 招待講演, 日本語.

2015.01.20 天文撮像法・ベイズ的スパースイメージング法の最前線, 第９回駒場ひかり
らうんじ, 東京都目黒区 東大生産研, 招待講演, 日本語.

2014.11.14 疎表現に基づく情報処理, 研究集会「地球科学と疎性モデリング」, 東京都
文京区 東大, 招待講演, 日本語.

2014.10.15 疎表現に基づく情報処理, 数学協働プログラム：チュートリアル, 東京都立
川市 統数研, 招待講演, 日本語.

2014.04.11 Optimization of probability measures and information geometry, 2nd Inter-
national Workshop on Information Geometry and Affine Differential Geometry,
Shanghai, China, 招待講演, 英語.

2014.01.16 運動計画と運動指令の疎表現, 第 4回生体機構運動制御協同研究委員会, 東
京都港区 金沢工大 虎ノ門キャンパス, 招待講演, 日本語.

2013.09.13 スパースモデリングによる情報処理, 電子情報通信学会 医用画像研究会, 千
葉県千葉市 千葉大学, 特別講演, 日本語.

2013.08.28 Optimization of probability measure and its applications in information
theory, WITMSE2013, 東京都文京区 東大, 招待講演, 英語.
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2012.12.19 疎表現に基づく情報処理, 計測自動制御学会 適応・学習アプローチで挑む
システム制御調査研究会 第１回講義会, 東京都立川市 統数研, 招待講演, 日
本語.

2011.01.23 X線自由電子レーザーによる単タンパク分子回折 – ベイズ統計に基づく位
相回復 –, 学融合ビジュアライゼーションシンポジウム, 茨城県つくば市 高
エネルギー加速器研, 招待講演, 日本語.

2010.09.23 Channel capacity problem and optimization of probability measure, Math-
ematical Sciences and Their Applications, 長野県上諏訪市, 招待講演, 英語.

2010.08.03 Channel capacity and the predictive distribution, Information Geometry
and its Applications III, Leipzig, Germany, 招待講演, 英語.

2009.08.31 Mean field approximation methods and information geometry, Physics of
Algorithms ’09, Santa Fe, USA, 招待講演, 英語.

2006.11.06 運動計画と運動指令の疎表現, 脳を繋ぐ研究分科会, 京都府京都市 京大芝蘭
会館 稲森ホール, 招待講演, 日本語.

1999.08.27 EMアルゴリズムの関連話題 — 加速法，Wake-Sleep アルゴリズム —,
IBIS’99, 静岡県伊豆市 ラフォーレ修善寺, 招待講演, 日本語.

研究費
2024 – 2029 日本学術振興会 科研費 特別推進研究, 24H00004

集積超伝導分光器技術とデータ科学で切り拓くサブミリ波輝線強度マッピン
グの新展開
研究分担者 (研究代表者: 河野 孝太郎)

2023 – 2030 日本学術振興会 科研費 国際先導研究, 23K20035
超伝導工学・大規模数値計算・データ科学で解明する宇宙最初期の重元素生
成過程
研究分担者 (研究代表者: 河野 孝太郎)

2020 – 2023 日本学術振興会 科研費 基盤研究 (B), 20H01951
スパースモデリングによるALMA望遠鏡イメージングの新展開
研究代表者

2020 – 2022 科学技術振興機構 AIP加速課題
革新的画像解析技術を用いた広域宇宙撮像データ分析
主たる共同研究者 (研究代表者: 吉田 直紀)

2019 – 2024 日本学術振興会 科研費 国際共同研究強化 (B), 19KK0081
事象の地平線スケールの動画解析で探る巨大ブラックホールの動的描像
研究分担者 (研究代表者: 本間 希樹)

2017 – 2020 日本学術振興会 科研費 基盤研究 (A), 17H01116
VERA用 FRB探査相乗り観測システムの開発とそれに基づく突発天体の
研究
研究分担者 (研究代表者: 本間 希樹)

2014 – 2019 科学技術振興機構 CREST「ビッグデータ応用」
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広域撮像探査観測のビッグデータ分析による統計計算宇宙物理学
主たる共同研究者 (研究代表者: 吉田 直紀)

2013 – 2017 文科省 科研費 新学術領域研究「スパースモデリングの深化と高次元データ
駆動科学の創成」計画研究, 25120008
圧縮センシングにもとづくスパースモデリングへのアプローチ
研究分担者 (研究代表者: 田中 利幸)

2013 – 2015 総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業 (SCOPE)
多自由度遠隔ロボット制御のための少自由度インタフェースの研究開発
研究分担者 (代表: 森本 淳)

2012 – 2014 日本学術振興会 科研費 基盤 (C), 24560490
通信路容量と確率測度の最適化
研究代表者

2010 – 2013 日本学術振興会 科研費 基盤 (B), 22300098
統計的推論を支える効率的計算アルゴリズムに関する数理基盤
研究分担者 (研究代表者: 福水 健次)

2009 – 2012 日本学術振興会 科研費 基盤 (B), 21300092
身体運動の協調構造の抽出と運動補助システムへの展開
研究分担者 (研究代表者: 阪口 豊)

2007 – 2009 日本学術振興会 科研費 基盤 (C), 19500249
グラフを用いた統計的学習と計算推論に関する幾何学的研究とその応用
研究分担者 (研究代表者: 福水 健次)

2006 – 2009 文科省 科研費 特定領域研究「確率的情報処理への統計力学的アプローチ」
計画研究, 18079013
確率推論における近似解法の理論的解析および情報工学への応用
研究代表者

2004 – 2006 日本学術振興会 科研費 若手研究 (B), 16700227
情報幾何学に基づくクラスタ変分法の解析
研究代表者

2004 – 2007 日本学術振興会 科研費 基盤 (B), 16300088
ゲノム多様性解析のための新しい統計的方法
研究分担者 (研究代表者: 江口 真透)

2003 – 2005 文科省科研費特定領域研究「情報統計力学の深化と展開」計画研究, 14084208
情報幾何に基づく確率伝搬法の解析
研究分担者 (研究代表者: 本村 陽一)

2002 文科省科研費特定領域研究「情報統計力学の深化と展開」計画研究, 14084208
情報幾何に基づく確率伝搬法の解析
研究代表者

1998 – 2001 科技団 さきがけ研究 21「情報と知」領域
EMアルゴリズムの数理的研究及びその工学的応用
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研究代表者

教育
講義

2020, 2022, 2024 計算推論基礎, 総合研究大学院大学 統計科学専攻, 4回分, 日本語.
2022 電波天文学特殊講義 I, 東北大学大学院 理学研究科 天文学専攻, 集中講義, 日

本語.
2021 観測天文学特別講義 II, 東京大学大学院 理学系研究科 天文学専攻, 集中講義,

日本語.
2020 天文学特別講義 IX, 総合研究大学院大学 物理科学研究科 天文科学専攻, 集

中講義, 英語.
2020 計数工学特別講義, 東京大学大学院 工学系研究科 計数工学専攻, 1回分, 日

本語.
2018 星間物質学特別講義 4, 名古屋大学 物理学教室, 集中講義, 日本語.
2018 相関基礎科学特殊講義 XII, 東京大学大学院 総合文化研究科 広域科学専攻,

集中講義, 日本語.
2017 物理学特別講義, 東京大学大学院 理学系研究科 物理学専攻, 集中講義, 日

本語.
2011, 2012, 2013,

2015
Advanced Topics in Mathematical Information Sciences II, 東京工業大学
大学院 理工学研究科 知能システム専攻, 2回分, 英語.

2012, 2013 情報科学における最適性と疎性, 九州大学大学院 システム情報科学研究院,
集中講義, 日本語.

2005 計算機数理科学特別講義 1, 名古屋大学大学院 情報科学研究科, 集中講義, 日
本語.

2001, 2002 脳型パターン認識, 九州工業大学大学院 生命体工学研究科 脳情報専攻, 日
本語.

博士課程学生指導
主指導教員 白石 友一 (総合研究大学院大学)

浜田 正稔 (総合研究大学院大学)
副指導教員 髙橋 翔大 (総合研究大学院大学)

周 晋 (総合研究大学院大学)
渡辺 有祐 (総合研究大学院大学)

学術貢献
国際会議運営

2025.03 Scientific Organizing Committee, International Workshop on Line Intensity
Mapping Experiments, Tokyo, Japan.

2025.03 Organizing Committee, Further Developments of Information Geometry 2025,
Tokyo, Japan.
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2024.10 Scientific Organizing Committee, Data Oriented Astronomy, Tokyo, Japan.
2006.03 International Program Committee, 6th International Symposium on Inde-

pendent Component Analysis and Blind Source Separation, Charleston, USA.
2005.12 Local Organizing Committee, 2nd International Symposium on Information

Geometry and its Applications, Tokyo, Japan.
2004.10 Technical Committee, ISCA Tutorial and Research Workshop on Statistical

and Perceptual Audio Processing, Jeju, Korea.
2003.04 International Program Committee, 4th International Symposium on Inde-

pendent Component Analysis and Blind Source Separation, Nara, Japan.

国内研究会運営
2023.03 企画運営, 逆問題へのアプローチ, 立川，東京.
2022.10 企画運営, 天文学におけるデータ科学的方法, 立川，東京.
2019.05 企画運営, 天文学におけるデータ科学的方法, 立川，東京.
2017.06 企画運営, Workshop on Minkowski functionals , 柏，千葉.
2017.05 企画運営, 天文学におけるデータ科学的方法, 立川，東京.
2015.05 企画運営, 天文学と統計的方法, 立川，東京.
2014.12 企画運営, 機械学習における情報幾何学的視点, 和光，埼玉.
2014.03 企画運営, 医用画像処理における統計科学的手法の確立に向けて, 統数研 共

同利用, 立川，東京.
2013.03 企画運営, 確率測度の最適化と通信路容量, 統数研 共同利用, 立川，東京.

雑誌編集
2018 – Associate editor, Information Geometry, Springer.

2017 編集, 特集「スパースモデリングと多変量データ解析」, 岩波データサイエ
ンス, Vol.5, 岩波書店.

2013 Organizer, 特集「最適化技術に基づく統計的推論」, 統計数理, Vol.61, No.1.
2009 Organizer, 特集「確率過程の統計解析」, 統計数理, Vol.57, No.2.

2008 – 2017 Associate editor, Annals of the Institute of Statistical Mathematics, Springer.
2007 Editor of featured section, Special Issue: Information Geometry and Its

Applications, Annals of the Institute of Statistical Mathematics, Vol.59. No.1,
Springer.

2006 – 2013 Editor, Neural Networks, Elsevier.
2005 – 2014 Associate editor, IEEE transactions on Neural Networks and Learning Systems.
2005 – 2008 Co-editor, Annals of the Institute of Statistical Mathematics, Springer.
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学術誌査読
IEEE transactions (Biological Engineering, Communications, Information The-
ory, Neural Networks, and, Signal and Audio Procession), IEEE Proceedings,
Neurocomputing, IEICE transactions, Signal Processing, Neural Networks,
Physical review research, Publications of the Astronomical Society of Japan,
Astronomy & Astrophysics, The Astronomical Journal, Journal of the Royal
Statistical Society B, Monthly Notices of the Royal Astronomical Society, In-
formation geometry, Entropy, Journal of Machine Learning Research, Nature
Methods

国際学会論文査読
Artificial Intelligence and Statistics, Neural Information Processing Systems
(NIPS) (1999–2015), International Conference on Machine Learning (ICML)
(2007), Series of ICA (Independent Component Analysis and Blind Source
Separation) conferences, IEEE International Symposium on Information Theory
(ISIT), IEEE Information Theory Workshop (ITW), IEEE International Joint
Conference on Neural Networks (IJCNN), International Conference on Artificial
Neural Networks, International Conference on Neural Information Processing
(ICONIP 2025)

国内論文査読
電子情報通信学会論文誌, SITA, 統計数理

所外委員
2019 – 2022 委員, 国立天文台 科学戦略委員会.
2015 – 2016 専門委員, 日本学術振興会 特別研究員等審査会.
2014 – 2015 専門委員, 電子情報通信学会 情報理論研究委員会.

Publications
論文誌

[1] J. P. Pedroso and S. Ikeda. “Maximum-expectation matching under recourse”. In: European
Journal of Operational Research (Feb. 2025). doi: 10.1016/j.ejor.2025.02.012. arXiv:
1605.08616 [cs.DS].

[2] M. Uemura, Y. Koga, R. Sazaki, T. Yukino, T. Nakaoka, R. Imazawa, T. Kato, et al. “Smart
Kanata: A Framework for Autonomous Decision Making in Rapid Follow-up Observations of
Cataclysmic Variables”. In: Publications of the Astronomical Society of Japan (Feb. 2025).
14th/14 authors. doi: 10.1093/pasj/psae112. arXiv: 2412.02092 [astro-ph.SR].

[3] S. Ikeda, T. Nakazato, T. Tsukagoshi, T. T. Takeuchi, and M. Yamaguchi. “Solving Self-
calibration of ALMA Data with an Optimization Method”. In: Publications of the Astronomical
Society of Japan (Feb. 2025). doi: 10.1093/pasj/psae114. arXiv: 2412.03183 [astro-
ph.IM].

[4] A. W. Raymond, S. S. Doeleman, K. Asada, L. Blackburn, G. C. Bower, M. Bremer, D.
Broguiere, et al. “First Very Long Baseline Interferometry Detections at 870 µm”. In: The
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Astronomical Journal 168.3 (Aug. 2024). (39 leading authors and 240 EHT collaboration
members including S.I.), p. 130. doi: 10.3847/1538-3881/ad5bdb.

[5] M. Shirasaki and S. Ikeda. “Neural style transfer of weak lensing mass maps”. In: The Open
Journal of Astrophysics 7 (May 2024). doi: 10.33232/001c.118104. arXiv: 2310.17141
[astro-ph.CO].

[6] M. Yamaguchi, T. Muto, T. Tsukagoshi, H. Nomura, N. Hirano, T. Nakazato, S. Ikeda,
et al. “ALMA 2D Super-resolution Imaging of Taurus-Auriga Protoplanetary Disks: Probing
Statistical Properties of Disk Substructures”. In: Publications of the Astronomical Society of
Japan 76.3 (May 2024). (7th/9 authors), pp. 437–474. doi: 10.1093/pasj/psae022. arXiv:
2404.13570 [astro-ph.EP].

[7] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. VII. Polarization of the Ring”. In: The Astrophysical Journal Letters 964.2 (Mar.
2024). (285 authors in alphabetical order), L25(32pp). doi: 10.3847/2041-8213/ad2df0.

[8] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. VIII. Physical Interpretation of the Polarized Ring”. In: The Astrophysical Journal
Letters 964.2 (Mar. 2024). (286 authors in alphabetical order), L26(37pp). doi: 10.3847/
2041-8213/ad2df1.

[9] The Event Horizon Telescope Collaboration. “The persistent shadow of the supermassive black
hole of M87, I. Observations, calibration, imaging, and analysis”. In: Astronomy & Astrophysics
681 (Jan. 2024). (309 authors in alphabetical order), A79(63pp). doi: 10.1051/0004-
6361/202347932.

[10] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First M87 Event Horizon Telescope Results.
IX. Detection of Near-horizon Circular Polarization”. In: The Astrophysical Journal Letters
957.2 (Nov. 2023). (283 authors in alphabetical order), L20(42pp). doi: 10.3847/2041-
8213/acff70. arXiv: 2205.06460 [astro-ph.HE].

[11] S. Takahashi, M. Tanaka, and S. Ikeda. “Blind Deconvolution with Non-smooth Regularization
via Bregman Proximal DCAs”. In: Signal Processing 202 (Jan. 2023), p. 108734. doi:
10.1016/j.sigpro.2022.108734. arXiv: 2205.06460 [math.OC].

[12] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. I. The Shadow of the Supermassive Black Hole in the Center of the Milky Way”.
In: The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May 2022). (388 authors in alphabetical order),
L12(21pp). issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6674. arXiv: 2311.08680.

[13] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. II. EHT and Multiwavelength Observations, Data Processing, and Calibration”. In:
The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May 2022). (336 authors in alphabetical order),
L13(31pp). issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6675. arXiv: 2311.08679.

[14] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. III. Imaging of the Galactic Center Supermassive Black Hole”. In: The Astrophysical
Journal Letters 930.2 (May 2022). (270 authors in alphabetical order), L14(64pp). issn:
2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6429. arXiv: 2311.09479.
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[15] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. IV. Variability, Morphology, and Black Hole Mass”. In: The Astrophysical Journal
Letters 930.2 (May 2022). (269 authors in alphabetical order), L15(52pp). issn: 2041-8205.
doi: 10.3847/2041-8213/ac6736. arXiv: 2311.08697.

[16] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. V. Testing Astrophysical Models of the Galactic Center Black Hole”. In: The Astro-
physical Journal Letters 930.2 (May 2022). (274 authors in alphabetical order), L16(49pp).
issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6672. arXiv: 2311.09478.

[17] The Event Horizon Telescope Collaboration. “First Sagittarius A∗ Event Horizon Telescope
Results. VI. Testing the Black Hole Metric”. In: The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May
2022). (270 authors in alphabetical order), L17(44pp). issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-
8213/ac6756. arXiv: 2311.09484.

[18] J. Farah, P. Galison, K. Akiyama, K. L. Bouman, G. C. Bower, A. Chael, A. Fuentes, et al.
“Selective Dynamical Imaging of Interferometric Data”. In: The Astrophysical Journal Letters
930.2 (May 2022). (18 leading authors and 216 EHT collaboration members including S.I.),
L18(21pp). issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6615.

[19] M. Wielgus, N. Marchili, I. Martí-Vidal, G. K. Keating, V. Ramakrishnan, P. Tiede, E. Fomalont,
et al. “Millimeter Light Curves of Sagittarius A∗ Observed during the 2017 Event Horizon
Telescope Campaign”. In: The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May 2022). (31 leading
authors and 236 EHT collaboration members include S.I.), L19(32pp). issn: 2041-8205. doi:
10.3847/2041-8213/ac6428.

[20] B. Georgiev, D. W. Pesce, A. E. Broderick, G. N. Wong, V. Dhruv, M. Wielgus, C. F. Gammie,
et al. “A Universal Power-law Prescription for Variability from Synthetic Images of Black
Hole Accretion Flows”. In: The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May 2022). (30 leading
authors and 239 EHT collaboration members including S.I.), L20(32pp). issn: 2041-8205.
doi: 10.3847/2041-8213/ac65eb.

[21] A. E. Broderick, R. Gold, B. Georgiev, D. W. Pesce, P. Tiede, C. Ni, K. Moriyama, et
al. “Characterizing and Mitigating Intraday Variability: Reconstructing Source Structure in
Accreting Black Holes with mm-VLBI”. In: The Astrophysical Journal Letters 930.2 (May
2022). (7 leading authors and 260 EHT collaboration members including S.I.), L21(30pp).
issn: 2041-8205. doi: 10.3847/2041-8213/ac6584.

[22] K. Satapathy, D. Psaltis, F. Özel, L. Medeiros, S. T. Dougall, C.-K. Chan, M. Wielgus,
et al. “The Variability of the Black Hole Image in M87 at the Dynamical Timescale”. In:
The Astrophysical Journal 925.1 (Jan. 2022). (10 leading authors and 228 EHT collaboration
members including S.I.), p. 13. doi: 10.3847/1538-4357/ac332e. arXiv: 2111.01317
[astro-ph.HE].

[23] M. Yamaguchi, T. Tsukagoshi, T. Muto, H. Nomura, T. Nakazato, S. Ikeda, M. Tamura,
and R. Kawabe. “ALMA Super-resolution Imaging of T Tau: r = 12 au Gap in the Compact
Dust Disk around T Tau N”. In: The Astrophysical Journal 923.1 (Dec. 2021), p. 121. doi:
10.3847/1538-4357/ac2bfd. arXiv: 2110.00974 [astro-ph.EP].

[24] A. Taniguchi, Y. Tamura, S. Ikeda, T. Takekoshi, and R. Kawabe. “A Data-scientific Noise-
removal Method for Efficient Submillimeter Spectroscopy With Single-dish Telescopes”. In:
The Astronomical Journal 162.3 (Aug. 2021), p. 111. doi: 10.3847/1538-3881/ac11f7.
arXiv: 2107.06290 [astro-ph.IM].
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[25] X. Li, N. Yoshida, M. Oguri, S. Ikeda, and W. Luo. “Three-dimensional Reconstruction of
Weak-lensing Mass Maps with a Sparsity Prior. I. Cluster Detection”. In: The Astrophysical
Journal 916.2 (July 2021), p. 67. doi: 10.3847/1538-4357/ac0625. arXiv: 2102.09707
[astro-ph.CO].

[26] M. Janssen, H. Falcke, M. Kadler, E. Ros, M. Wielgus, K. Akiyama, M. Balokovi, et al.
“Event Horizon Telescope observations of the jet launching and collimation in Centaurus A”.
In: Nature Astronomy 5 (July 2021). (35 leading authors and 236 EHT collaboration members
including S.I.), pp. 1017–1028. doi: 10.1038/s41550-021-01417-w.

[27] P. Kocherlakota, L. Rezzolla, H. Falcke, C. M. Fromm, M. Kramer, Y. Mizuno, A. Nathanail, et
al. “Constraints on black-hole charges with the 2017 EHT observations of M87∗”. In: Physical
Review D 103 (10 May 2021). (9 leading authors and 227 EHT collaboration members
including S.I.), p. 104047. doi: 10.1103/PhysRevD.103.104047.
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